
  

（４）経営事項審査の審査項目に必要な知識及び技術又は技能の向上に取り組

む技術者及び技能者を追加することについて ① 

 

建設業法施行規則の主な改正点の一つとして、経営事項審査の審査項目に「必要な知識

及び技術又は技能の向上に関する取組の状況（Ｗ10）」が追加されます（令和３

(2021)年４月１日改正）。 

この評価項目では、雇用する技術者・技能者の比率に応じた「技術者点」および「技

能者点」を合算して算定されることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「技術者点」の評価方法については、「学会・業団体等において認定されているＣＰＤ

プログラムにおいて、当該建設業者に属する技術者１人当たりが１年間に取得した

ＣＰＤの単位（上限 30 単位/１人）」をもって評価し、評点は最高で 10 点を想定してい

ます。 
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■ 技術者の継続教育（ＣＰＤ）とは 

○ 技術者の継続教育（Continuing Professional Development：CPD）とは、技術者一人ひとりが自らの意

志に基づき、自らの力量（Competencies）の維持向上を図るために行うもの※ 

○ 多くの学会・業団体等において、技術者の能力の維持・向上を支援するため、継続教育（ＣＰＤ）の認

定等が実施されている 

※出所：土木学会ＨＰ（http://committees.jsce.or.jp/opcet/） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＰＤ制度の具体的な内容や認定プログ

ラムの状況等は、下記ホームページよりご確

認ください。 

 

■ 建設系ＣＰＤ協議会ホームページ 

https://www.cpd-ccesa.org/ 

■ （一社）全国土木施工管理技士会連合会ホームページ 

https://www.ejcm.or.jp/about-cpds/ 

■ 建築ＣＰＤ運営会議、建築設備士関係団体ＣＰＤ協議会 

（（公財）建築技術教育普及センターホームページ内） 

http://www.jaeic.or.jp/navi_cpd/cpdsys/index.html 

■ 認定プログラムの検索（（公社）日本建築士会連合会ホームページ内） 

https://jaeic-cpd.jp/cpd_prg_list.php 
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